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談
曾
好
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にったまはま現視長 た要
って費し皐す地察を県の請
いお用た越。視と中にでし
てりががの現察農央おあ
一特ま三、危地を林にいり恒
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市
政
懇

談
会
は
去

る
七
月
二

十
日
よ
り

五
日
閣
に

わ
た
っ
て

十
ケ
所
で

開
催
さ
れ

た
が
、
出

席
者
も
昨

年
よ
り
多

く
、
要
望

質
問
は
二

一
六
件
で

昨
年
よ
り

三
七
件
多

か
っ
た
b

懇
談
会

終
了
後
、

早
速
七
月

二
十
七
日

市
長
室
に

於
て
課
長

会
が
関
か

れ
、
要
望
質
問
の
一
つ
一
つ
に

対
し
研
究
が
加
え
ら
れ
、
適
切

な
る
施
策
に
よ
り
解
答
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
@

懇
談
会
に
出
席
さ
れ
な
か
っ

た
人
も
多
い
の
で
、
以
下
市
長

の
挨
拶
要
旨
と
地
区
別
、
質
疑

要
望
一
覧
表
を
掲
戴
す
る
。
一

「

挨

拶

要

旨

」

一

卒
越
と
長
雨
に
悩
み
苦
し
み
一

ま
し
た
が
土
用
入
り
と
同
時
に
一

本
格
的
な
夏
型
の
天
気
と
な
り
一

ま
し
た
。
暑
さ
と
は
げ
し
い
お
一

仕
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
達
一

者
で
市
政
懇
談
会
に
お
い
て
お
一

呂
に
か
か
り
、
ま
こ
と
に
御
同
一

慶

に

存

じ

ま

す

。

一

例
年
、
六
月
の
雨
量
は
二
三
一

0
ミ
リ
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
一

は
一
四

0
ミ
リ
ス
本
年
は
七
八
一

ミ
P
と
昨
年
以
上
の
皐
越
で
あ
一

り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
皐
越
に
一

対
し
、
早
速
七
月
二
目
、
県
に
一

参
り
、
大
洲
市
の
濯
減
対
策
を
一

文
化
学
院
主
事

戸
川
エ
マ

良
識
と
勇
気
慶
大
教
授

池
田

未

定

景

滞

人
間
の
し
あ
わ
せ

例
年
愛
媛
新
聞
社
、
愛
媛
県
教
二

d

日
程

育
委
員
会
ギ
悩
に
よ
っ
て
、
県
一
八
日
・
八
・
一
一
一

o
t
一
0
・0
0

下
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
愛
媛
一
大
山
澄
太
先
生
一
四
、
聴
講
料

一
夏
季
大
学
が
、
今
年
は
大
洲
市
一
一

o
t
一二・

0
0
一

一

一

日

で

百

円

一
教
育
委
員
会
共
催
、
市
内
各
種
一
池
悶
潔
先
生
一
現
在
発
売
中
、
希
望
の
向
は

一
団
体
後
援
で
、
大
洲
市
に
お
い
一
九
日
八
・
一
一
一

o
t
一
0
・0
0
一
市
社
会
教
育
課
、
ま
た
は
愛
媛

一
て
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
一
景
浦
勉
先
生
一
新
潤
社
へ
お
申
込
み
下
さ
い
・

7
ま
し
た
。
溝
師
は
中
央
名
界
に
一
一

0
・0
o
t
一二・

0
0
一
玉
、
講
師
招
介

一
お
い
て
現
在
活
問
中
の
一
流
知
↑
戸
川
エ
マ
先
生
一
慶
大
教
授
池
田
潔
先
生
文

一
識
人
で
あ
っ
て
川

z
i
l
i
-
-
I
l
l
i
t
-
-
-
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
H
芸
時
事
評
論
家

一M
M
d
H
己
愛
媛
夏
季
大
学
:
:
:
大
洲
で
開
催
一
十
時
一
一
一
一
一
一
れ

一
K
と
っ
て
は
、
川

l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
h
方
で
す
か
ら
皆

一
ま
た
と
な
い
、
よ
い
機
会
で
あ
一
三
4

内

容

一

さ

ん

よ

く

御

存

知

と

思

い

ま

す

一
る
と
思
い
ま
す
。
一
島
崎
藤
村
の
生
涯
と
文
学
一
一
戸
川
エ
マ
先
生

一

市

民

各

位

、

さ

そ

い

あ

っ

て

大

山

澄

太

一

児

童

文

学

専

問

、

最

近

一

ア

νピ

一

多

投

聴

諸

汚

れ

る

こ

と

を

お

願

一

で

活

躍

な

さ

っ

て

い

る

方

で

す

一

い

数

し

ま

す

ゅ

一

の

で

、

テ

レ

ピ

を

御

覧

の

方

は

一

記

潔

一

よ

く

知

。

て

お

ら

れ

る

と

回

品

い

一

一

、

知

百

八

月

八

日

、

九

日

勉

一

ま

す

@

一
八
時
一
二
十
分

t
十
二
時
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上須戒

新

た
と
患
い
ま
す
が
、
五
年
目
を

迎
え
赤
字
を
解
消
し
て
軌
道
に

の
り
、
大
き
い
事
業
計
画
も
ほ

と
ん
ど
行
い
、
全
く
感
慨
無
量

な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
.
と
れ

は
市
会
議
員
各
位
の
ど
協
カ
と

堅
明
な
る
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
の
賜
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
上

げ
ま
す
@

市
政
懇
談
会
も
本
年
で
四
回

目
を
迎
え
ま
す
@
大
き
い
地
域

を
も
っ
大
洲
市
で
は
市
民
の
皆

さ
ん
と
膝
を
つ
き
合
せ
て
お
話

す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
市

政
懇
談
会
を
開
い
て
「
市
政
は

ど
ん
な
方
向
へ
向
っ
て
い
る
か

」
、
「
市
税
は
ど
ん
な
に
使
わ

れ
て
い
る
か
」
な
ど
市
民
と
し

て
当
然
知
っ
て
い
た
だ
か
ね
ば

な
ら
な
い
市
政
の
概
要
を
説
明

し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
ど
批
判

や
ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
と
恩
い
開
い
て
い
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

市
長
や
市
議
に
市
政
は
任
し

て
あ
る
ん
だ
か
ら
と
い
う
の
で

は
よ
い
市
は
生
れ
ま
せ
ん
。
ゾ
」
ー

意
見
や
ど
批
判
に
よ
り
本
当
に

民
主
的
な
よ
い
市
が
生
れ
ま
す

現
在
市
役
所
で
は
三

O
O名

の
吏
員
が
一
生
懸
命
に
事
務
を

と
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
仕

事
の
や
り
ぶ
り
や
仕
事
の
進
め

方
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
@

各
地
区
の
建
設
に
つ
い
て
は

市
会
議
員
や
地
区
委
員
各
位
よ

り
ど
意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
が

市
政
が
す
み
ん
¥
ま
で
い
き

わ
た
る
た
め
に
膝
つ
、
き
合
し
て

親
し
く
話
し
合
い
、
か
み
し
も

を
脱
い
で
忌
樺
の
な
い
お
話
を

す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
有
意
義

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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2

川
利
札
制
部
事

年
四
月
一
日
に
お
い
て
五
十

才
以
上
で
あ
る
人
が
・
七
十

才
に
な
っ
た
と
き
も
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の
年
金

の
額
は
、
一
二
、

0
0
0円

{
月
一
、

O
O
O円
)
で
す

ニ
、
障
害
福
祉
年
金

こ
の
年
金
は
、
今
年
の
十
一

月
一
日
に
お
い
て
、
一
一
十
才

以
上
の
人
が
、
こ
の
日
よ
り

前
に
外
傷
や
病
気
を
さ
れ
て

身
体
に
大
き
な
障
害
の
あ
る

人
で
別
表
の
一
級
(
国
民
年

金
法
で
定
め
る
障
害
の
程
度

)
に
該
当
す
る
人
、
ま
た
は

、
今
年
十
一
月
一
日
以
前
に

外
傷
や
病
気
に
か
か
っ
て
そ

の
日
よ
り
後
に
な
お
っ
た
人

、
そ
の
ほ
か
、
三
十
四
年
十

一
月
一
日
か
ら
三
十
六
年
三

月
三
十
一
日
の
聞
に
外
傷
や

病
気
に
か
か
っ
て
な
お
っ
た

人
で
、
一
級
に
該
当
す
る
人

に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八
、

0
0

0
円
(
月
一
、
五

0
0
0

円
)
の
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
ま
た
三
十
六
年
四
月

一
日
に
お
い
て
五
十
才
を
こ

え
る
人
が
、
そ
の
同
か
ら
後

に
外
傷
や
病
気
を
し
て
な
お

っ
た
と
き
に
、
一
級
に
あ
た

る
よ
う
な
身
体
に
大
き
な
障

害
が
お
る
と
き
も
支
給
さ
れ

ま
す
.

=
一
、
母
子
福
祉
年
金

夫
と
死
別
し
た
妻
が
今
年
十
、

一
月
一
日
に
お
い
て
、
三
十

才
以
上
で
あ
り
、
か
つ
夫
の

子
か
、
ま
た
は
妻
自
身
の
子

で
あ
っ
て
義
務
教
育
を
終
了

し
て
い
な
い
子
の
生
計
を
維

特
す
る
と
き
、
そ
の
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

今
年
十
一
月
一
日
以
後
、
昭

和
三
十
六
年
四
月
一
目
前
に

夫
が
死
亡
し
て
、
二
十
才
以

上
六
十
才
未
満
の
妻
と
子
が

残
っ
た
と
き
支
給
さ
れ
ま
す

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以

後
に
夫
が
死
亡
し
た
場
合
に

妻
が
同
日
に
お
い
て
、
五
十

才
を
こ
え
る
た
め
に
、
拠
出

制
の
年
金
の
支
給
さ
れ
な
い

と
き
に
、
母
子
福
祉
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
が
妻
が
六
十

才
以
上
の
と
き
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
年
金
の
額
は

一二、

0
0
0円
(
月
て

0
0
0円
}
で
す
.

wv
支
給
の
制
限

ζ

の
十
一
月
分
か
ら
も
ら
え

る
年
金
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
を
納
め
な
い
で
支
給
さ
れ

ま
す
か
ら
、
次
の
項
目
に
該

J

弘
'
E
E曇
F

S

畢

S
E
E
-
-
s
a
F

当
ず
る
人
は
今
年
十
一
月
P

ー

ら
の
年
金
は
も
ら
え
ま
せ
ん

A
V
本
人
の
所
得
が
十
三
万
円
以

上
で
あ
る
人
し
か
し
子
供
が

あ
ゆ
人
は
一
人
に
つ
い
て
一

万
五
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す

A
V
家
庭
に
お
い
て
給
与
所
得
の

牧
入
が
五
十
万
円
以
上
で
あ
『

る
人
。
と
の
所
得
額
は
昭
和
一

三
十
三
年
の
課
税
で
は
二
万
一

三
千
六
百
円
以
上
に
な
る
の
一

で
す
が
'
そ
の
ほ
か
の
牧
入

で
も
二
万
三
千
六
百
円
以
上

の
税
額
の
あ
る
人
は
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

A
V
現
に
恩
給
や
、
退
職
年
金
等

の
公
的
年
金
な
ど
を
も
ら
っ

て
い
る
人
。

配
偶
者
に
恩
給
や
退
職
年
金

が
支
給
さ
れ
て
い
る
と
き
は

六
千
円
を
こ
え
る
額
に
つ
い

て
は
差
引
か
れ
る
わ
け
で
す

A
V
夫
婦
と
も
に
こ
の
年
金
が
も

ら
へ
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
三
千

円
づ
っ
差
引
か
れ
ま
す
@

A
V
母
子
福
祉
年
金
は
廿
五
才
以

上
の
子
と
生
計
を
と
も
に
す

引
剖
剖
削
剥
制
剖
料
引
引
け
削

V
請
求
の
手
続

老
令
福
祉
年
金
を
始
め
と
し

て
障
害
福
祉
年
金
、
母
子
福

祉
年
金
を
も
ら
う
た
め
の
要

件
と
照
し
合
わ
せ
て
該
当
す

る
資
格
の
あ
る
人
は
、
ま
ず

請
求
書
を
、
市
役
所
社
会
課

叉
は
支
所
に
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
裁
定

請
求
書
と
い
い
ま
す
が
、
こ

の
請
求
書
の
受
付
は
、
九
月

一
日
か
ら
、
市
役
所
(
ま
た

は
支
所
)
に
請
求
書
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
請
求
書

を
出
し
ま
す
と
権
利
の
あ
る

方
は
県
か
ら
市
役
所
を
通
じ

て
裁
定
通
知
書
が
と
ど
き
、

乙
れ
と
同
時
に
国
民
年
金
証

書
が
渡
さ
れ
ま
す
か
ら
、

ζ

の
通
知
書
と
国
民
年
金
証
書

を
指
定
し
た
郵
便
局
に
持
っ

て
行
け
ば
、
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
自
分
で
年
金
が
も

ら
え
る
か
、
ど
う
か
に
つ
い

て
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い

と
き
、
ま
た
は
、
請
求
手
続

等
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役

所
社
会
保
。
ま
た
は
支
所
に

お
た
ず
く
だ
ね
さ
い
。

wv
時

効

年
金
を
受
け
る
権
利
は
五
年

で
時
効
に
か
か
り
年
金
が
も

ら
え
な
く
な
り
ま
す
か
ら
早

め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
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と
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て
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。
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は
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の
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に
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が
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一

年

の

秋

か

ら

来

年

の

春

に

か

け

一

守
山
内
刊
誌
清
川
村
州
一
下

UKM日
比

い

一

日

一

一

『

健

康

な

生

活

は

一

反
ず
れ
で
遊
ぶ
の
に
全
く
よ
い
一
情
起
を
ま
し
て
い
く
ω

、

一

ホ

れ

は

有

効

分

け

勺

切

を

過

K
F
-
が
一
応
の
菜
市
で
あ
る
。

一
日
コ
1
ヌ
で
あ
る
。
木
陰
に
一
市
民
の
皆
さ
ん
の
受
山
を
お
す
肱
川
の
洪
水
に
よ
る
水
害
に
一
の
氾
濫
に
備
え
七
の
高
山
羽
目
一
水
道
か
ら
』
一
て
二
辰
吉
存
高
か
ら
;
一
号
千
り
効
果
は
土
擦
に
ょ
っ

と

か

む

目

指

日

一

z
h
h」
の
道
路
に
的
コ
一
昨
日
十
円
町
民
日
百
十
十
日
旧
日
制
日
比
-
今
年
も

i
i
z一
つ
表
記
に
か
け
て
水

i
T
2
2い水
図
排

士
ノ
父
と
子
、
母
と
子
、
家
一
い
た
延
人
員
一
は
現
在
で
約
=
子
て
、
庁
長
他
県
知
事
総
統
監
の
も
一
し
た
。
一
明
か
さ
ま
し
た
D
A
r

ま
で
に
旧
一
ば
に
い
円
以
北
少
い
の
で
中
干
し
の
一
水
の
よ
く
な
し
オ
国
称
ぐ
さ

族
だ
ん
ら
ん
の
コ
ー
ラ
ス
、
若
一
人
と
の
こ
と
で
す
。
一
と
に
、
地
元
消
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団
員
二
O
七
一
本
年
も
ぶ
寄
の
発
生
す
る
季
一
大
洲
町
内
で
七
0
2
の
赤
病
患
一
芯
期
主
め
つ
ま
す
。
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れ
に
よ
る
秋
落
田
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型
欠
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間

十
二
年
間
月
に
着
工
、
本
年
三
一
河
風
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飢
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涼
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い
。
肱
川
の
一
と
そ
登
山
者
の
み
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わ
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涼
一
い
仲
間
の
コ
ー
ラ
ス
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平
和
都
一
一
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が
参
加
し
て
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し
く
水
一
節
に
な
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市
と
し
て
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し
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お
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ま
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…
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植
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、
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仲
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司
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仁
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効
果
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ま
た
は

場
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と
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習
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水
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向
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七
月
二
十
一
塁
号
事
れ
ば
、
山
と
一
ぼ
勺
か
り
と
一
叫
ん
で
い
る
臼
一

H

昭
和
三
十
四
年
産
米
H

一
前
十
時
よ
り
、
想
定
に
も
と
す
一
財
産
の
保
誌
の
た
め
に
出
動
す
一
害
に
よ
り
井
戸
水
は
予
想
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上
一

f
T少
な

し

一

日
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直
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日
現
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の
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国
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に
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心
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長
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分
け
つ
を
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手
お
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j
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米
の
と
こ
ろ
ま
で
工
芸
完
成
一
目
。
富
の
震
は
見
な
れ
て
あ
る
。
一
本
年
産
米
予
約
築
山
の
申
込
み
一
分
ど
理
解
の
上
自
家
保
有
益
一
令
さ
れ
る
場
合
主
っ
て
、
災
一
万
一
三
量
生
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し
て
一
し
て
ま
る
ま

E
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え
る
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揮

す

者

の
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度
目
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口
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四
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装
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え
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現
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、
雲
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が
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付
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で
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七
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六
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落
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台
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。
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近
畿
1

一
七
九
文
部
省

E婦
人

2
2
2
N一
は
い
百
一
翌
日
一
聞
を
日
U

前
引
き
つ
づ
三
ヶ
月
以

一
一
一
一
会
は
去
る
七
月
一
八
月
中
旬
市
[
景
品
大
会
ニ
会
(
陸
上
部
)

i

一
作
の
場
合
一
は
す
氾
正
7
補
正
?
ィ
一
各
地
共
下
降
、
北
、
中
部
日
か
し
月
の
後
半
は
北
高
誤

-
f
v
平
年
司
、
そ
の
他

γ
一
に
指
定
さ
れ
世
民
主
主
終
つ
一
た
て
L

実
行
し
て
い
る
工
一
上
外
娘
二
」
生
活
の
木
拠
を
も
っ

崎
寄
る
十
八
臼
午
後
一
一
舞
踊
齢
)
一
十
月
(
未
定
)
三
崎
一
周
サ
イ
一
う
こ
と
の
二
点
に
つ
き
ま
し
て
一
本
付
早
冷
が
懸
念
さ
れ
る
気
圧
配
置
と
な
り
、
関
東
以
一
概
し
て
多
い
一
て
か
ら
本
格
的

4
1ニ
主
い
一
七
月
二

Z
Hよ
り

LE末
一
て
お
ら
れ
ま
し
た
方
に
対
し
、

議

時

よ

り

大

洲

市

一

八

月

中

旬

テ

ニ

ス

合

同

練

習

;

リ

民

確

約

さ

れ

て

一

|

一

一

っ

き

一

二

等

一

二

、

027、
2
7
4一
六

一

;

三

、

1
1
っ
た
Q

T

i

t

i

一

U
i
-
-て
主
主
一
給
付
金
国
内
閣
が
交
付
さ
れ

制
ι
Z
lル
で
関
一
会

(
i
f
一

庁

舎

一

fけ
の

で

一

穀

一

[

二

一

一

ノ

ノ

じ

一

5研
究

立

を

一

習

を

け

っ

て

し

が

ど

:
1
2
Zされ
て
お

時

間

出

一

一

日

目

(nfh一缶
詰

J
L
副
首
日
日

ι
h
z一山
一
一
一
一
一
一
一
一

J
ゅ

NI--日記諮
問

一

日

松

村

伊

半

ど

数

議

案

が

決

一

会

(

野

球

却

附

)

一

人

て

央

年

一

一

正

味

ム

ハ

O
一
一
等
一
四
、
六
五
三
四
、
五
六
三
一
閥
、
四
七
八
一
回
、
一
一
一
八
八
一
四
、
一
一
一
O
一

-
1
2
子
供

2
5い
γ
二
さ
ら
い
;
工

L
正
一
習
一
さ
い
。

H
Z校長
八

月

主

的

刊

誌

協

一

世

主

ー

J割
引

引

ー

引

引

引

、

け

州

主

計

二

日

記

心

比

一

一

叶

品

川

口

計

五

日

目

立

凶

器

会

部

の

活

動

が

活

一

(

卓

球

部

}

一

ζ
価
一
一
二
一
一
喜
四
、
一
一
一
六
一
四
、
。
四
六
一
一
一
一
九
三
三
八
八
六
一
コ
一
引
一
高
校
生
局
年
訟
の
育

Z
一
周
し
て
い
る
。

i給
付
金
請
求
の
権
利
を

平

一

一

一

一

一

一

点

目

2

2

2

玄

米

一

目

立

刷

出

町

出

外

山

山

一

一

一

r…
一
一
一
一
一
一
刊

MfHUH-日日
1
3
5ら

の

体

問

一

日

丁

年

九

七

百

一

じ

一

一

正

味

六

O
一

回

目

守

口

一

出

川

町

一

日

一

一

一

一

一

一

一

一

一

三

八

月

か

ら

十

一

十

月

(

未

定

)

剣

道

大

会

(

一

綜

-

一

一

一

九

月

一

一

一

口

日

迄

一

貯

詰

か

而

乾

寸

目

立

一

一

一

↑

山

一

h
f一
口

一

九

い

え

一

ιしど
シ
を
作
る
た
め

」

盟

十

月

時

ハ

ス

ケ

ッ

ト

講

一

「

一

種

別

一

量

巴

滑

「

l

t
ー

白

川

田

一

ー

川

価

格

一

b
h
F
M
M
m
U
L
E張
切
っ
て
活
動
し
て
い
る

関
山
口
当

ま

出
高

お報rt. 第3郵便物認i'i1i〈昭和32年6月l日第4:1号

一一一一一一一


